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水原 洋城 (東京農工大 ･良)
班者は従来ニホンザルの社会的接触にともなう攻撃性
の発現,先達及びその抑止の問題を,行動の祝祭記録を
泣じてとりあげて来たが,今回は主として交尾期の性行
動に見られる個体問の相互接近行動と攻撃性のあらわれ
かたとの関係に注目して観察をこころみた｡観察場所は
大分市砧崎山自然動物園である｡その観察には,売惜し
たメスと性的衝動が局まった状態にあると見られるオス
とな見つけ,そうした個体が異性との問に性的関係を持
つに至る過程を迫って,その行動を観察 ･記録するとい
うカ法をとった｡
結果を先にいうと,一般に性行動を遂行しようとする
過程で,攻撃性をふつうの個体問接近の場合よりも抑制
するのはオスの側で,性衝動の昂まりとともに攻撃性を
対象に対してあらわに示すのはメスの側である｡オスが
迅常の状協でメスに接近すると,メスは防禦的妾出とと
もに接近を回避するのがふつうである｡性関係を持つは
あいも謎本的にはその接近の状態は同じであるが,オス
がその際RLM.をともなう宥和的表出を示せば,メスを
逃がさずにおくことは可能である｡逆にメスの側からの
接近は,迅W,'の状態ではオスの攻撃的行動を誘発Lやす
いが,メスが苑晒して性的に典密状態にある場合は,た
とえ防剤的袈出をともなわない直接的接近をこころみて
ち.オスはメスに対する攻撃を抑制することが多い｡メ
スがオスの体に手をかけ,押し,足で蹴り,背にとび乗
っても.オスがメスに負傷させるような攻撃を行なうこ
とはまれである｡もちろんメスが最初から宥和的乃至防
勲的お山をもってオスに接近すれば,両者の関係ほより
平和的に保たれるが,性行動が何らかの原因で中断した
吻合により攻撃的になるのはメスの側であって,オスが
そのような場合攻撃性を相手に向けて暴発させることは
まれである｡
｢ニホンザルにおける群れの周辺化の社会的
要因分析｣
乗越 暗司
ニホンザルの群れにおける中心部一周辺部の二盃枯道
紘,群れを空間的に構造化する盃要な概念である｡オス
は2,3才になると群れの中心部から周辺部に出てゆく
ようになると云われている｡そこで,この年令の個体と
群れの中心部および周辺部の個体との社会関係の分析を
おこない,中心部から周辺部に出てゆく社会的安田を考
えてみる｡
調査した群れは,京都市嵐山に生息している脱山B群
である｡調査期間は,出産期の後半にあたる6月12日か
ら7月24日までの43日間と,その6カ月枚にあたる交尾
期の2期間である｡なお,2群が隣接して生息している
状態であった1972年以前の群れの現象との比較も試み
た｡調査個体は,2才以上の全出自群オス32乱 すなわ
ち2才-lo扇,3才-10B7i,4才-8頁穴,5才以上-4
疏,および2,3,4才のメス各3頭 (各年令ごとに高
･中･低IlFi位のメスが選んである)で計9試,合せて41
旗である｡1個体当りの調査時問は,ラソダムにとった
30分の連続観察を4回,延2時間である｡
各個体の中心部 (オトナのメスと子供,およびt)-ダ
ーたちのいる空間)にいる頻度を求めるために,30分の
連続記録時を通じて,中心部のみにいる場合を1,周辺
部のみにいる場合を0.両方にいる場合を0.5として.4
回の観察ブロックごとに加算した倍を凍めた｡5-7才
のオスでは,中心部に全くこなく,3,4才では血縁順
位の下位の個体のみが中心部に釆なく,2才ではすべて
の個体が50%以上の頻度で中心部にいる｡2-4才のメ
スでは一部を除いて,皆中心部にいる｡2群が隣接して
いる1972年以前では,中心部にはいる4才のオスはほと
んどいなかった｡エサ切において,中心部にいるオスが
周辺部に追い出される行動は次のようであった｡メスで
は,血縁の順位にしたがって下位の個体がェサ切から追
い出される｡一方オスでは,母親と一緒にいる時を除い
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